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令和元年度大野市社会福祉協議会事業報告 

 

Ⅰ 事業総括  

 大野市においても、少子高齢社会の進行、過疎化による担い手不足、地域のつながりの

希薄化等により介護、閉じこもり等地域における生活・福祉課題が顕在化してきている中、

令和２年に入り新型コロナウイルス感染症が全国的に拡大し、本協議会の地域福祉事業及

び介護保険事業にも多大な影響をもたらしました。 

 このような状況のもと、地域福祉を推進する中心的な担い手である本協議会では、「第四

次大野市社会福祉協議会地域福祉活動計画」の基本理念である「結の心でつながる福祉の

まち」の実現に向け、地区社協をはじめとする地域の各種団体や行政等との連携・協働に

より地域の支え合い活動を鋭意推進してきました。 

具体的には、後述する取り組み結果に示すとおり地区社協や福祉委員、ボランティアの

活動支援等をはじめとする様々な地域福祉事業を積極的に展開しました。とりわけ、判断

能力の不十分な方の権利を擁護するための生活あんしんセンター「結はあと」による法人

後見事業の推進、また、多様な主体が連携・協力する第１層協議体（市全域）活動と第２

層協議体（公民館単位）活動を支援し、高齢者が安心して暮らすことができる福祉のまち

づくりに努めました。 

 

Ⅱ 重点目標の取り組み結果  

１ 地域で支え合いと助け合いの地域福祉活動の推進 

・町内会などの自治会を単位とした小地域での福祉活動を推進する「小地域支え合い支援事業」と 

して市内９か所で実施し、地域での支え合い活動を支援しました。 

   

          ２ 生活あんしんセンター「結はあと」による市民の権利擁護の確保 

・判断能力の不十分な方の権利を擁護するために、４月１日から大野市社会福祉協議会生活あんし 

んセンター「結はあと」による業務を開始し、本会が法人として後見人等を受任し、必要な支援、 

調整等を行い、安心して地域で日常生活を送ることができるよう支援しました。 

    

３ 在宅の高齢者を支える地域の支え合い体制づくりの推進   

  ・令和元年度に大野市から「生活支援体制整備事業（第２層）」の運営等業務を受託し、本協議会 

が担当する乾側地区に生活支援コーディネーターを配置するとともに、住民主体の「地域が元気 

になるための話し合いの場」となる第２層協議体を設置することができました。 

 

４ 安定的な介護保険事業等の運営による財源の確保   

・決算から介護保険事業等全体として地域福祉事業への繰り入れが予定どおり行え、概ね堅調な実

績を残せることが出来ました。今後も利用者満足度を高める取り組みをさらに推進するとともに、

ＰＲの強化を図り、利用者の増加を目指します。 
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Ⅲ 拠点区分ごとの取り組み結果  

１ 法人運営事業   

   地域福祉を推進する社協として各事業を精力的に進め、法人の健全な運営を図ると

ともに、提供するサービスの向上と事業運営の透明性を図ることに努めました。 

 

（１）事務局運営事業･･･････････････････････（ 大野市補助事業 ） 

 

 

２ 地域福祉推進事業    

福祉の人づくり・福祉のまちづくりを推進する事業 

   第四次大野市社会福祉協議会地域福祉活動計画（H２８年度～R２年度）に基づき、

誰もが住み慣れた地域で自立した生活を送ることができるよう、地域のみんながとも

に支え合い・助け合いながら、地区社協や福祉委員等と連携・協働し、安心のある福

祉のまちづくりに努めました。 

 

（２）地域福祉活動推進事業････････････････････････（ 大野市補助事業 ） 

  （３）地域福祉イベント事業････････････････････････（    〃    ） 

（４）福祉の輪づくり事業･･････････････････････････（ 福井県社協補助事業 ）  

 

高齢者及びその家族等を支援する事業 

   高齢者が安心して在宅生活を送ることができるよう各事業を実施し、孤立感の解消 

や介護予防、生きがい活動の推進に資することができました。 

 

（５）生活支援体制整備事業（第１層（市全域））･････（ 大野市受託事業 ） 

（６）生活支援体制整備事業（第２層（乾側地区））･･･（    〃    ）  

（７）ひとり暮らし高齢者等配食サービス事業････････（    〃    ） 

 （８）ひとり暮らし高齢者のつどい事業･･････････････（ 大野市補助事業 ） 

  （９）在宅介護支援センター事業････････････････････（ 大野市受託事業 ） 

  （10）和泉在宅介護支援センター事業････････････････（    〃    ） 

  （11）家族介護教室事業････････････････････････････（    〃    ） 

  （12）高齢者ふれあいサロン事業････････････････････（    〃    ）  

  （13）お出かけほっとサロン事業････････････････････（    〃    ）    

（14）高齢者巡回ホームヘルパー派遣事業････････････（    〃    ） 

     

ボランティア活動を推進する事業 

   誰もがボランティア活動に参加できるまちづくりを推進するため、ボランティアセ 

ンターの充実に努め、ボランティア活動ネットワークの強化、ボランティア講座等を 

実施し、ボランティア活動の底上げに努めました。 

 

（15）ボランティア活動推進事業････････････････････（ 大野市補助事業 ） 

  （16）災害ボランティア活動推進事業････････････････（ 大野市受託事業 ） 
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障害者及びその家族等を支援する事業 

   障害者が住み慣れた地域で安心して生活を送ることができるよう、地域での自立支 

援に取り組みました。 

 

  （17）障害者社会参加支援事業･･････････････････････（ 大野市受託事業 ） 

  （18）障害者相談支援事業･･････････････････････････（    〃    ） 

 

生活支援等に関する事業 

   生活困窮者等が住み慣れた地域で安心して生活を送ることができるよう、相談や支

援活動、情報提供、福祉資金貸付等を行い、地域での生活支援に取り組みました。 

 

  （19）日常生活自立支援事業････････････････････････（ 福井県社協受託事業 ） 

（20）法人後見事業････････････････････････････････（ 自主事業 ） 

   （21）福祉資金貸付事業･･･････････････････････････（福井県社協受託事業、一部自主事業）  

 

共同募金配分金を活用する事業 

   大野市共同募金委員会へ協力し、赤い羽根共同募金と歳末たすけあい募金活動を拡 

充するとともに、地域福祉事業に配分される資金を各事業に有効に活用しました。 

 

（22）共同募金配分金事業･･････････････････････････（ 自主事業 ）      

 

 

 

３ 在宅福祉サービス事業    

   利用者本位のサービス提供を基本理念に置いて、高齢者及び障害者の心身の状態や 

環境に応じて、意向や要望等を反映した良質なサービスを総合的かつ一体的に提供で 

きるよう努めました。 

 

（23）障害者計画相談事業･･････････････････････････（ 自主事業 ） 

（24）障害者居宅介護サービス事業･･････････････････（  〃   ） 

（25）放課後等デイサービス事業････････････････････（  〃   ） 

（26）居宅介護支援事業････････････････････････････（   〃    ） 

（27）訪問介護事業････････････････････････････････（   〃    ） 

 （28）和泉通所介護事業････････････････････････････（  〃   ）   

  （29）天神通所介護事業････････････････････････････（  〃    ）                            
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Ⅳ 各事業の具体的な取り組み  

 １ 法人運営事業  

事 業 名 事務局運営事業 

事業形態 
大野市補助事業 決算額 53,540 千円（大野市補助金 21,933 千円、大野市･勝山市受託金 600 千円 

                     自主財源 31,007 千円） 

実施内容 

（１）法人経営の組織体制の充実強化 

 ①理事会の開催（年８回） 

   業務執行上の事項及び当面する課題について審議し、その企画立案を行いました。 

   ・令和元年６月７日（金）午後１時３０分 

    出席者 理事９人 監事２人 職員１１人 

     議題１ 専決処分の承認を求めることについて（大野市社会福祉協議会職員就業規則の一部改正） 

議題２ 社会福祉法人社会福祉協議会定款の一部変更について 

議題３ 平成３０年度大野市社会福祉協議会事業報告及び収支決算の承認について 

議題４ 大野市社会福祉協議会評議員選任委員会委員の選任について 

議題５ 大野市社会福祉協議会評議員選任委員会会議の招集について 

議題６ 大野市社会福祉協議会評議員選任候補者の推薦について 

議題７ 大野市社会福祉協議会定時評議員会の招集について 

議題８ 大野市社会福祉協議会役員（理事及び監事）候補者の選任について 

議題９ 平成３０年度大野市社会福祉協議会社会福祉充実残額の算定結果について（報告） 

議題 10 監事の選任に関する定時評議員会提出議案に対する監事の同意について（報告） 

議題 11 平成３０年度福祉サービス等に関する苦情及びその対応状況について（報告） 

                                          

・令和元年６月２７日（木）午後１時３０分                  

    出席者 理事１１人 監事２人 職員１０人 

議題１ 会長及び副会長の選任について 

議題２ 顧問の選任について 

議題３ 部会の構成について 

議題４ 大野市共同募金委員会運営委員の選出について 

１０月２９日 理事会 

・令和元年７月２２日（月）午後５時００分                  

    出席者 理事１３人 監事２人 職員１１人 

議題１ 専決処分の承認を求めることについて 

    （令和元年度大野市社会福祉協議会資金収支補正予算（第１号）） 

議題２ 令和元年度賛助会費収納活動について 

議題３ 第３４回福祉ふれあいまつりの報告等について 

 

・令和元年１０月２９日（火）午後１時３０分                  

    出席者 理事１４人 監事２人 職員１１人        

議題１ 会長職務執行状況の報告について 

議題２ 大野市長と大野市社会福祉協議会役員との懇談会について 

 

   ・令和元年１２月１１日（水）午後１時３０分 

    出席者 理事１０人 監事２人 職員１０人 

議題１ 令和元年度大野市社会福祉協議会資金収支補正予算（第２号）（案）について 
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議題２ 大野市社会福祉協議会評議員選任委員会会議の招集について 

議題３ 大野市社会福祉協議会評議員選任候補者の推薦について 

議題４ 大野市社会福祉協議会評議員会の招集について 

議題５ 大野市社会福祉協議会理事候補者の選任について 

議題６ 社会福祉法人大野市社会福祉協議会定款施行細則の一部変更について 

    

・令和元年１２月２５日（水）午後７時４０分 

    出席者 理事１０人 監事２人 職員１１人 

議題１ 副会長の選任について  

 

・令和２年３月１１日（水）午後１時３０分 

    出席者 理事９人 監事２人 職員１１人 

議題１ 令和２年度大野市社会福祉協議会事業計画（案）について  

議題２ 令和２年度大野市社会福祉協議会資金収支予算（案）について  

議題３ 大野市社会福祉協議会経理規程の一部改正について 

議題４ 大野市社会福祉協議会評議員選任委員会委員の選任について 

議題５ 大野市社会福祉協議会評議員選任委員会会議の招集について 

議題６ 大野市社会福祉協議会評議員選任候補者の推薦について 

議題７ 大野市社会福祉協議会評議員会の招集について 

議題８ 大野市社会福祉協議会理事候補者の選任について 

議題９ 会長職務執行状況の報告について 

議題 10 災害ボランティアセンター相互応援協定の締結について  

 

・令和２年３月２７日（金）午後７時４０分 

    出席者 理事１１人 監事２人 職員１１人 

議題１ 短期運営資金の借入れについて    

 

②評議員会の開催（年３回） 

運営管理上の重要事項及び業務執行上の基本方針について審議し決定を行いました。 

   ・令和元年６月２６日（水）午後７時００分 

出席者 評議員２８人 理事８人 監事２人 職員１０人 

  議案第１号 社会福祉法人大野市社会福祉協議会定款の一部変更について 

議案第２号 平成３０年度大野市社会福祉協議会事業報告及び収支決算の承認について 

議案第３号 大野市社会福祉協議会理事の選任について 

議案第４号 大野市社会福祉協議会監事の選任について 

報告第１号 平成３０年度大野市社会福祉協議会社会福祉充実残額の算定結果について（報告） 

   

・令和元年１２月２５日（水）午後７時００分 

 出席者 評議員２１人 理事１０人 監事２人 職員１１人     

  議案第５号 専決処分の承認を求めることについて  

（令和元年度大野市社会福祉協議会資金収支補正予算（第１号）） 

      議案第６号 令和元年度大野市社会福祉協議会資金収支補正予算（第２号）（案）について 

議案第７号 大野市社会福祉協議会理事の選任について 
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・令和２年３月２７日（金）午後７時００分 

出席者 評議員１９人 理事１１人 監事２人 職員１１人 

  議案第８号 令和２年度大野市社会福祉協議会事業計画（案）について  

議案第９号 令和２年度大野市社会福祉協議会資金収支予算（案）について 

議案第 10 号  大野市社会福祉協議会理事の選任について 

   

③監査会（監事監査）の開催（年１回） 

運営管理、業務の執行状況及び財産の状況等について監査を受けました。 

・令和元年５月２３日（木）午後１時３０分 

 出席者 監事２人、金森前会長、職員６人 

内 容 事業執行状況及び決算監査                

 

④評議員選任委員会の開催（年３回） 

   会長から本会の評議員として推薦された候補者について審議し、選任について決議を行い

ました。 

   ・令和元年６月１０日（月）午後１時２５分 

    出席者 評議員選任委員４人、金森前会長、職員４人 

    議 題 ①副委員長の選任について  

②大野市社会福祉協議会評議員の選任について 

 

・令和元年１２月１２日（木）午前９時３０分 

    出席者 評議員選任委員５人、齊藤会長、職員４人 

    議 題 大野市社会福祉協議会評議員選任候補者の 

推薦について 

 

・令和２年３月１９日（木）午前９時３０分     １２月１２日 評議員選任委員会 

    出席者 評議員選任委員５人、齊藤会長、職員４人  

    議 題 大野市社会福祉協議会評議員選任候補者の推薦について 

 

⑤福祉サービス等第三者委員会の開催（年１回） 

各種福祉サービス等の苦情について、受付及び対応したことを第三者委員へ報告し、助言

等を受けました。       

・平成３１年４月２６日（金）午前１０時００分 

出席者 第三者委員２人、金森前会長、職員４人 

内 容 苦情等の受付状況、苦情内容について報告 

         

⑥正副会長会議の開催（月１回） 

業務執行上の近況報告及び当面する課題等を検討しました。 

・平成３１年４月～令和２年３月 午前９時００分（２月及び３月は午前９時３０分） 

出席者 正副会長３人 職員１０人 

 内 容  当面の日程調整等について 

      地域福祉推進事業全般の進捗状況について 

      介護保険事業等の収支報告について   
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⑦企画調整会議の開催（月１回） 

各グループの主任以上の者が近況報告及び当面する課題について方向性等検討しました。 

・平成３１年４月～令和２年３月 午後４時００分 

 出席者 局長、次長、総括主任２人、主任６人 

 内 容 当面の日程調整等について 

地域福祉推進グループ、介護保険グループからの実績報告、課題検討について  

 

⑧市長と大野市社会福祉協議会役員との懇談会 

   地域福祉の推進を使命とする社会福祉協議会の役員が、市長と懇談会を開催することによ 

り、これからの大野市の「地域福祉のあり方」や「進め方」を共有することを目的に開催し

ました。 

・令和元年１１月２７日（水）午後１時３０分 

 出席者 石山市長、大野市民生環境部坂井部長、 

福祉こども課山田課長、井部課長補佐 

理事９人、金森顧問、職員４人 

 内 容 市長と大野市社会福祉協議会役員との 

懇談会 

                              市長と役員との懇談会 

⑨役職員研修等の実施（年２回） 

県外の先進地を視察等、今後の事業運営の参考としました。 

・令和元年１０月１０日（木）午前１０時３０分                      

 出席者 理事６人 監事２人 職員８人 

 内 容 岐阜県本巣市社協へ視察          

      災害時の職員体制、買い物支援、 

ボランティアセンター運営等について      

     

・令和元年１１月２日（土）午後１時３０分        

出席者 理事６人 監事１人 職員１０人 

 内 容 福井県社会福祉大会に参加 

      表彰式典、記念講演                       役職員の県外視察研修 

                                                    

（２）財政基盤の強化                 

 ①一般会費、賛助会費 

  関係機関と連携し、社協の PR 活動に努め、住民会員、賛助会員への理解を求めるととも 

に、会員の増員を図りました。 

１ 一般会費               ２ 賛助会費 

大野 3,728 世帯    1,864,000 円  大野 148 事業所     759,000 円 

下庄 2,085 世帯  1,042,500 円  下庄 91 事業所    461,000 円 

乾側 220 世帯     110,000 円  乾側 17 事業所     104,000 円 

小山 453 世帯     226,500 円  小山 17 事業所      94,000 円 

上庄 959 世帯     479,500 円  上庄 35 事業所     171,000 円 

富田 785 世帯     392,500 円  富田 11 事業所      47,000 円 

阪谷 405 世帯     202,500 円  阪谷 6 事業所      21,000 円 
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和泉 180 世帯      90,000 円  和泉 20 事業所     122,000 円 

五箇 27 世帯      13,500 円  その他 15 事業所     243,000 円 

計 8,842 世帯  4,421,000 円  計 360 事業所   2,022,000 円 

 

②寄附金 

   寄附金について社協だより等で理解を求め、確保に努めました。 

   金銭 24 件 740,418 円 

   物品  軽自動車１台（900,000 円相当）  

リングプル（370kg 28,200 円相当） 

エコキャップ（1,639kg 704,899 個）     

古切手（217 件）                    

  

 

１２月２日 商工会議所女性部から寄附 

③赤い羽根共同募金、歳末助け合い募金運営の協力     

   関係機関と連携し、共同募金活動の PR に努め、募金への理解を求めました。 

 令和元年１０月１日 共同募金オープニングセレモニー及び街頭募金 

       １０月１日～赤い羽根共同募金 各区長へ依頼、街頭募金、職域募金、学校募金、 

法人共同募金活動  

令和元年１２月１日～歳末たすけあい募金 各区長へ依頼、街頭募金     

   その他、PR活動 福祉ふれあいまつり、越前おおの産業と食彩フェアー、九頭竜紅葉まつり 

会場にて 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１日 オープニングセレモニー         有終東小学校が共同募金に協力 

 

（３）福祉人材の育成                  

  職員研修の充実 

 資質向上の各種研修会の開催及び外部研修に参加しました。 

  ①外部研修への参加 

    総務・地域福祉職員（年１６回 述べ２５人）、介護保険等職員（年４８回 述べ６７人） 

②内部研修の実施 

   ・転倒予防研修 介護保険職員２１人  

   ・職員の労働条件と就業規則研修 全職員 

   ・介護職員等訪問指導研修（２回） 介護保険職員各１５人 

   ・個別機能訓練の手技手法研修 介護保険職員６人 

 ・総務研修 総務・地域福祉・介護保険職員２５人 

 ・会計実務研修 各グループ会計担当者 
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 ２ 地域福祉推進事業  

事 業 名 地域福祉活動推進事業 

事業形態 大野市補助事業 決算額 2,671 千円（大野市補助金 1,500 千円、自主財源 1,171 千円） 

実施内容 

（１）地区社協活動支援 

  地域住民の生活・福祉課題が複雑・多様化する中で、地区社協は地域福祉の基盤団体である

とともに、住民自身による活動の主体的な取組の場としての役割を担っています。それぞれの

地域実情・福祉課題に応じた住民主体の地域福祉活動がより一層推進されることを目的として

支援しました。 

①地区社協（８地区）支援のための事務局・支援担当者の配置 

運営費補助、各団体との連絡調整、事業企画支援、役員会等の開催 

   

②地区社協会長会議の開催（年１回） 

 日 時 令和２年２月２７日（木）午後１時３０分       

 参加者 各地区社協会長１２人、事務局８人 

 内 容  地域福祉推進の実践について                                

     講師：福井県社会福祉協議会 

        地域福祉課 課長補佐 山城 康雄 氏                                          

地区社協会長・福祉委員会会長会議 

（２）福祉委員活動支援 

  地域における福祉課題への解決に向けた取り組みや地域交流を深めることを目的に設置さ 

れた福祉委員活動を支援し、地域実情に応じたきめ細かな小地域福祉活動がそれぞれの地域で 

実践されることを目的として支援しました。 

①福祉委員会支援のための事務局・支援担当者の配置 

運営費補助、各団体との連絡調整、事業企画支援、役員会等の開催 

 

②地区福祉委員会会長会議の開催（年１回） 

 上記の地区社協会長会議と合同で開催 

 

③福祉委員研修会の開催（年１回） 

 日 時 令和元年１１月２６日（火）午後７時００分 

 参加者 福祉委員４１人                市全体の福祉委員研修会 

 内 容 コミュニケーションスキル ～上手な聴き方・伝え方～   

講師 アソシエメンタルオフィス 代表 中村  まゆみ 氏    

                                         

（３）小地域支え合い支援事業 

  各行政区において、福祉委員を中心として、区長及び民生児童委員と連携しながら、地域の 

つながり強化を目的に各行事等を実施してもらい、地域の生活・福祉課題をみんなで考え、解 

決に向けて取り組む活動を支援しました。 

 

実施地区（９地区） 

 蕨生区、南春日野区、上篠座区、横枕区、上野区、 

 坂戸区、中丁区、上丁区、矢区                                                               

 

                          横枕区の世代間交流 
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事 業 名 地域福祉イベント事業 

事業形態 大野市補助事業 決算額 3,169 千円（大野市補助金 1,900 千円、自主財源 1,269 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施内容 

（１）福祉ふれあいまつりの開催 

  福祉まつりを開催することにより、子どもから高齢者、障害者の全ての人がイベントを通し

て、共にふれあい、交流を深めることにより福祉意識の高揚とふれあいの輪の拡充、障害者の

自立促進を図りました。 

   日 時：令和元年６月１日（土）午前９時００分       

   会 場：結とぴあ及び周辺  

   参加者：市民約４，０００人 

   内 容：模擬店、ステージイベント、世代間交流 

チャリティーバザー、福祉パネル展示等                                        

 

大野高等学校吹奏楽部による演奏 

 

 

 

 

 

 

 

福祉パネル展示・クイズ                     ヨーヨーつり 

 

（２）大野市社会福祉大会の開催            

  福祉関係者が一堂に会し、福祉活動実践者等に対しての表彰や講演会を行い、市民への福祉

意識の高揚を図りました。 

日 時：令和元年９月２８日（土）午後１時００分 

   会 場：結とぴあ ３０５・３０６号室 

   参加者：市民約３００人 

   内 容：①社会福祉の増進に対して功績のあった方々の表彰 個人９人、２団体 

       ②多額の寄附いただいた方々の感謝状贈呈 個人１人   

③記念講演会の開催    

       講師：桂 文太 氏（全盲の落語家） 

 

   

 

 

 

 

 

 

齊藤会長から表彰状を授与               桂 文太氏による講演 
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事 業 名 福祉の輪づくり推進事業 

事業形態 福井県社協補助事業  決算額 279 千円（福井県社協補助金 219 千円、自主財源 60 千円） 

実施内容 

①地域ぐるみ福祉教育推進事業 

  各地区社協において、校区内の児童・生徒等と世代間の交流会等を通じて福祉教育の推進を

図りました。 

   大野地区 福祉委員、民生委員児童委員、区長、地区社協理事による福祉懇談会 

        地区社協及び福祉委員会合同視察研修 

   下庄地区 下庄っ子農園で児童と野菜の栽培及び収穫を通しての交流会 

   乾側地区 児童とピザづくりを通しての交流会 

   小山地区 ふれあい農園で児童と野菜の栽培及び収穫を通しての交流会 

   上庄地区 園児とふるさとかるた遊び及び写真立てづくりを通しての交流会 

   富田地区 第２３回とみた福祉のつどいで児童によるハピネス体操披露及び牛乳パック

で笛づくりを通しての交流会 

   阪谷地区 ふるさとクラブで、児童と一緒に防災意識を高めるための交流会 

   和泉地区 七夕のつどい、星空音楽会で、児童と行事を通しての交流会 

 

②つながりの輪づくり推進支援事業 

  ボランティア活動の参加促進等、活動を通じた地域福祉 

の強化を図りました。 

 ・パソコン等備品を整備 

   ・ボランティア紹介冊子の作成、配布 

   ・ボランティア団体紹介パネル制作及び展示 等    

                             作成したボランティア紹介冊子                                                                                                                                               

事 業 名 生活支援体制整備事業（第１層） 

事業形態 大野市受託事業  決算額 1,720 千円（大野市受託金 1,454 千円、自主財源 266 千円） 

実施内容 

 日常生活上の支援が必要な高齢者が、住み慣れた地域で生きがいを持って在宅生活を継続して

いくために、住民ボランティア等多様な主体による生活支援、介護予防サービスの充実・強化を

図るとともに、地域における支え合いの体制づくりを推進することを目的に実施しました。 

 ①生活支援コーディネーターの配置 

  ・第２層協議体、勉強会への参加 

  ・第２層協議体立ち上げ支援 

  ・研修会等への参加 

  ・生活支援コーディネーター定例連絡会への参加 

  ・ワーキンググループの開催 

第１回推進会議 

 ②推進会議の運営                 

  ・結の心でつながる支え合いの地域づくり推進会議の開催（年４回） 

   第１回 昨年度の確認と第１協議体の今後の活動について、市内の社会資源や第２層協議

体活動の情報共有、意見交換会 

   第２回～４回 

 前回会議の確認、第２層協議体取り組みの情報共有、意見交換会 等 
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事 業 名 生活支援体制整備事業（第２層） 

事業形態 大野市受託事業  決算額 2,334 千円（大野市受託金 1,754 千円、自主財源 580 千円） 

実施内容 

日常生活上の支援が必要な高齢者が、住み慣れた地域で生きがいを持って在宅生活を継続して

いくために必要となる、多様な主体による多様な生活支援サービス、介護予防事業の提供体制を

構築するため、支援ニーズとサービスのコーディネート機能を担い、サービスを提供する事業主

体と連携して支援体制の充実・強化を図ることを目的に実施しました。 

 

 ①乾側地区に第２層生活支援コーディネーターの配置 

  ・生活支援・介護予防サービスのコーディネート等 

に関する業務 

  ・サービスの担い手となるボランティア等の養成に 

関する業務 

  ・第２層協議体の立ち上げの勉強会の開催  

・第２層協議体設置後の運営支援 

  ・生活支援コーディネーター定例連絡会への参加 

・研修会等への参加 

第７回会議 

事 業 名 ひとり暮らし高齢者等配食サービス事業 

事業形態 大野市受託事業  決算額 2,536 千円（大野市受託金 1,983 千円、自主財源 553 千円） 

実施内容 

在宅の６５歳以上の虚弱なひとり暮らし高齢者やふたり暮らし高齢者世帯等に給食を届け、健

康の増進と自立生活の助長を図り、併せて安否確認と社会的孤立の解消を図りました。 

 

（１）ひとり暮らし高齢者配食サービス（月２回の配食） 

中部地区（大野）３２７食 

北部地区（下庄）１３７食  

〃  （乾側）  ０食 

南部地区（小山・上庄）３４食 

東部地区（富田・阪谷・五箇）２３６食 

  和泉地区 ９７食 

 

（２）まごころ訪問配食サービス（ひとり暮らし高齢者世帯、ふたり暮らし高齢者世帯、障害者

世帯）（月１回の配食） 

中部地区（大野）４９９食 

北部地区（下庄）１３３食  

〃  （乾側） １９食    

南部地区（小山・上庄）４６食 

東部地区（富田・阪谷・五箇）２４４食 

  和泉地区 ７１食 

         

 

 

調理ボランティアによる手作り弁当 
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事 業 名 ひとり暮らし高齢者のつどい事業 

事業形態 大野市補助事業  決算額 269 千円（大野市補助金 172 千円、自主財源 97 千円） 

実施内容 

ひとり暮らし高齢者のつどい「かたらいの会」の開催 

  ひとり暮らし高齢者につどいの場を提供することにより、参加者同士の交流の輪をひろげる

とともに、高齢者の孤立の防止となるきかっけづくりを支援しました。 

 

日 時：令和元年１１月２３日（土） 

午前１０時００分 

  参加者：ひとり暮らし高齢者、ボランティア等１６１人         

  内 容：①会食 

      ②催し物 

       太鼓演奏、レクリェーション、法話      

大日太鼓による太鼓披露                                                    

事 業 名 在宅介護支援センター事業 

事業形態 大野市受託事業  決算額 2,728 千円（大野市受託金 1,759 千円、自主財源 969 千円） 

実施内容 

 概ね６５歳以上の要援護高齢者及び要援護となるおそれのある高齢者並びにその家族に対し、 

在宅介護等に関する総合的な相談に応じ、保健・福祉サービスが総合的に受けられるように関係 

機関との連絡調整を行い、要援護高齢者及びその家族等の福祉の向上を図りました。（陽明中学 

校区）                 

相談者 延べ人数  相談内容 延べ人数 

本人 ２７人  介護保険利用等 ３６人 

家族・親族 ７４人  退院後の暮らし等 ２人 

近隣住民、知人 ２人  医療 ０人 

民生委員 ２９人  施設入所 ３人 

区長  １人  健康、予防 １８人 

介護支援専門員  ２人  虐待・認知症介護 １１人 

介護保険事業所  １人  成年後見、権利擁護  ０人 

医療機関  ０人  介護用品斡旋、支給申請等 ８８人 

警察  ０人        計 １５８人 

その他 １７人    

   計 １５３人    

                        

事 業 名 和泉在宅介護支援センター事業 

事業形態 大野市受託事業  決算額 140 千円（大野市受託金 137 千円、自主財源 3 千円） 

実施内容 

概ね６５歳以上の要援護高齢者及び要援護となるおそれのある高齢者並びにその家族に対し、 

在宅介護等に関する総合的な相談に応じ、保健・福祉サービスが総合的に受けられるように関係

機関との連絡調整を行い、要援護高齢者及びその家族等の福祉の向上を図りました。（和泉中学

校区） 

相談者 延べ人数  相談内容 延べ人数 

本人 ４５人  介護保険利用等 ３１人 

家族・親族 １５人  退院後の暮らし等 ０人 

近隣住民、知人 １０人  医療 １１人 

民生委員 ４人  施設入所 ６人 
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区長  ０人  健康、予防 ３２人 

介護支援専門員  ５人  虐待・認知症介護 ２人 

介護保険事業所  ５人  成年後見、権利擁護  ２人 

医療機関 １３人  介護用品斡旋、支給申請等 ２７人 

警察  ０人        計 １１１人 

その他 １３人    

   計 １１０人    

   

事 業 名 家族介護教室事業 

事業形態 大野市受託事業  決算額 400 千円（大野市受託金 351 千円、自主財源 49 千円） 

実施内容 

 介護保険認定者家族を中心として、社協が担当している地域において、介護教室を開催しまし

た。 

①陽明中学校区、和泉中学校区（年３回） 

開催日 会 場 内 容 参加人数 

 ７月１９日（金） あっ宝んど 語らいの会でリフレッシュ １７人 

９月１７日（火） フレアール和泉 
介護の心構え＆体操でストレ

ス解消 
１８人 

１１月２５日（月） あっ宝んど 
座ってできるリフレッシュ体

操 
１４人 

 

 

 

 

 

 

 

座ってできるリフレッシュ体操 

事 業 名 高齢者ふれあいサロン事業 

事業形態 大野市受託事業  決算額 537 千円（大野市受託金 504 千円、自主財源 33 千円） 

実施内容 

相互のふれあいを通して、生きがいと社会参加を促進するとともに、社会的孤立感の解消、自 

立生活の助長及び要介護状態になることの予防を図ることを目的に実施しました。 

・内 容：各種相談、情報交換、食事会、手芸講座、その他の自立支援に関することを、公

民館、集落センター等において概ね年１０回実施 

・対象者：概ね６５歳以上で介護予防活動や生きがいづくりに取り組む高齢者等 

  ・利用者数：１回あたり平均１０人      

・実施箇所                                               

 

 

 

 

 

サロン若里 切り絵 

地区名 サロン名 実施回数 参加人数     

下庄 サロン若里 年１０回 延１０７人 

大野 国時団地サロン 年１０回 延８３人 
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事 業 名 お出かけほっとサロン事業 

事業形態 大野市受託事業  決算額 9,175 千円（大野市受託金 9,175 千円） 

実施内容 

 市内温浴施設において老人会及び障害者団体の加入者が、健康等の話を聞き、また昼食、入浴 

を通して交流をしていただきました。 

 

・利用者数 （年間）                                                

大野地区１，３１７人 

    下庄地区  ６５７人 

   乾側地区  １７２人 

   小山地区  １２５人                

   上庄地区  ３８７人                   マイクロバスでの送迎      

富田地区  ６８６人           

   阪谷地区  ４３９人 

   和泉地区   ６１人 

   障害者団体 １１５人 

   計  ３，９９７人    温浴施設内で介護予防教室                

事 業 名 高齢者巡回ホームヘルパー派遣事業 

事業形態 大野市受託事業  決算額 2,974 千円（大野市受託金 2,642 千円、自主財源 332 千円） 

実施内容 

虚弱な高齢者にホームヘルパーを派遣し、巡回相談を行うことにより、在宅での自立生活の助 

長と要介護状態への進行予防を目的にサービスを提供しました。 

・内 容：市からの派遣決定通知に基づきサービス実施週１回程度の訪問生活、身上及び介護 

に関する相談及び助言 

・対象者：６５歳以上の一人暮らし高齢者介護保険制度の要介護認定によって「自立」と認定 

された方、一人暮らし高齢者台帳に登録されている方 

・利用状況等：利用者数 ３２人 

        利用料 無料        

事 業 名 ボランティア活動推進事業 

事業形態 大野市補助事業  決算額 1,658 千円（大野市補助金 812 千円、自主財源 846 千円） 

実施内容 

これからの地域の担い手となる市民ボランティアの活動をより一層支援し、また福祉ボランテ 

ィア活動に限らず、NPO を含めた自発的な市民活動や当事者の活動など幅広くボランティア活

動の活性化を図りました。 

①ボランティアセンター基盤強化 

 ・ボランティア相談 ４７件  

  ・社協だより及びホームページで情報発信 

  ・ボランティア室の貸出 

  ・月間カレンダーによる広報及び周知 等 

  

②ボランティア講座の開催                小山小学校で車椅子体験教室           

  ・市内小中学校福祉体験教室の開催 

・傾聴ボランティアフォローアップ講座（年１回）参加者１０人   

  ・ハンドマッサージボランティア入門講座（年１回）参加者５１人 

  ・ハンドマッサージボランティアフォローアップ講座（年１回）参加者８人 
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③ボランティア啓発、登録、紹介 

  ・登録相談１０件（個人１０人）新規登録者１０人 R元年度登録者１，２９３人 

  ・紹介相談４７件 紹介人数述べ３１１人 

・ボランティア保険の加入啓発・受付 ８５２人 

  ・ボランティア団体紹介パネル作成及び展示 

  ・登録個人ボランティア、団体調査            

  ・各種ボランティア活動助成金の情報提供 

  ・ボランティア紹介冊子の作成、配布 

                             

④ボランティア活動ネットワークによる活動 

・ネットワーク会議（年２回）                    

  ・視察研修（年１回）、視察研修受入（年１回）   

  ・ボランティア団体交流会（年１回）         郡上市ボランティア研修の受入 

 

⑤ボランティアグループ等との連携 

  ・ボランティア連絡協議会例会（月１回）    

  ・傾聴ボランティアよつば例会（年３回）  

      

事 業 名 災害ボランティア活動推進事業 

事業形態 大野市受託事業  決算額 240 千円（大野市受託金 240 千円） 

実施内容 

平常時における構成団体等相互の連携及び協力関係の促進等、災害時に迅速かつ的確な対応が 

できるよう大野市災害ボランティアセンター連絡協議会を中心に研修会等を実施しました。 

①災害ボランティアセンター連絡協議会の開催 

  日 時：令和元年９月２５日（水）午後１時３０分 

  内 容：会長、副会長の選任について 

福井県総合防災訓練の概要について 

      災害ボランティアセンター設置・運営訓練 

について 等 

  

②福井県総合防災訓練への参加            災害ボランティアセンター設置運営訓練   

  日 時：令和元年１１月２日（土）午前７時４５分    

  会 場：小山小学校体育館                     

  参加者：災害ボランティアセンター連協協議会構成団体、社協職員計３５人 

   

③災害ボランティア研修への実施 

  日 時：令和元年１２月１１日（水）午後７時００分 

  参加者：災害ボランティアセンター連絡協議会構成団体、社協職員計４５人          

  内 容：講義 災害ボランティア活動について 

          講師 福井県防災士会 

 

④災害ボランティアセンター相互応援協定打合せ（年２回） 

  日 時：令和元年１１月２１日（木）、令和２年２月２５日（火）午前１０時００分 
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事 業 名 障害者社会参加支援事業  

事業形態 大野市受託事業 決算額 1,504 千円（大野市受託金 1,504 千円） 

実施内容 

障害のある人も家庭や地域で通常の生活ができるようにする社会づくりの実現に向けて、障害 

者の需要に応じた事業を実施し、障害者の自立と社会参加の促進を図りました。 

①スポーツ・レクリエーション教室の開催 

 ・令和元年８月２４日（土）午前１０時００分 革でキーホルダーづくり 参加者６人 

 ・令和元年１１月９日（土）午前１０時００分 ノルディックウォーク体験会 参加者８人 

             

②点字・声の広報等発行事業           

  ・広報おおの、社協だより等の音訳での情報提供 １２件  

  ・政府広報等の点訳での情報提供、点字体験学習 ２０件 

 

③奉仕員等養成事業 

  ・手話奉仕員養成講座の開催 年２５回 受講者１１人      

    

④福祉機器の無料貸出実施               

・車椅子（短期用）１４０件（長期用） １９件 

・ベッド（短期用）  ３件（長期用） １３件                       

ノルディックウォーク体験会 

事 業 名 障害者相談支援事業 

事業形態 大野市受託事業  決算額 6,697 千円（大野市受託金 6,697 千円） 

実施内容 

全ての障害者（児）や難病者等及びその家族を対象に、相談支援専門員を配置し、奥越地区障 

害者自立支援協議会を中核として、関係市、地域の保健・医療・福祉・教育等のサービス機関、

就労支援機関等と綿密な連携を図り、利用者又はその家族の相談に応じ、利用者が自立した日常

生活又は社会生活を営むことができるよう事業を実施しました。 

①障害者（児）及び家族からの相談件数（R２．３．３１現在） 

 身体 知的 精神 発達 児童 その他 計 

 計 ９３ ３０８ ２７９ ４６４ ８７ １４ １，２４５ 

 

②関係機関との連絡調整（R２．３．３１現在） 

 身体 知的 精神 発達 児童 その他 計 

 計 ８８ １３１ １３５ ２５０ １３０ ２ ７３６ 

 

③各会議の開催 

・ケース連絡会の開催（月１回）                                   

・奥越圏域就労支援連絡会の開催（月１回） 

 

④奥越地区障害者自立支援協議会の運営 

                           

⑤その他支援 

   ・障害者の居場所づくりサロン開催（年４０回）参加者４５２人 

   ・社会生活能力向上訓練（年７回）参加者１０人 
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事 業 名 日常生活自立支援事業 

事業形態 福井県社協受託事業 決算額 4,704 千円（福井県社協受託金 3,923 千円、自主財源 781 千円）   

実施内容 

 認知症高齢者、知的障害、精神障害などがある方々が、できるだけ自立して地域で生活をおく 

れるよう、福祉サービスの利用手続きや日常的な金銭管理等の手伝いを実施しました。 

また、利用途中に、判断能力がなくなった場合は、本人にふさわしいこの事業以外のサービス 

につなぐ、成年後見制度利用を支援しました。 

・利用状況（R２．３．３１現在）       ・相談援助件数（R２．３．３１現在）                         

 利用者 

認知症高齢者 １０人 

知的障害者 １５人 

精神障害者  ９人 

  計 ３４人 
 

 相談、援助 

（日常金銭管理等） 

認知症高齢者 ２８２件 

知的障害者 １７９件 

精神障害者 ３０９件 

 その他   ２件 

  計  ７７２件 

事 業 名 法人後見事業     

事業形態 自主事業  決算額 62 千円   

実施内容 

判断能力が不十分で、契約などの法律行為等について自己の判断で適切に行うことが困難な方 

に対し、本人の判断能力に応じ、意思決定が最大限尊重されるよう本会が法人後見人等となり、

財産管理・身上監護・その他必要な法律行為を行いました。            

 （R２．３．３１現在） 

受任件数  保佐２件（認知症高齢者１件、知的障害者１件） 

 

相談件数 ３３件（認知症高齢者１１件、知的障害者７件、 

精神障害者５件、その他１０件） 

会議・研修等  

①生活あんしんセンター運営委員会の開催（年１回） 

②法人後見受任審査会の開催（年１回） 

③福井家庭裁判所主催意見交換会に参加（年２回） 

６月７日 生活あんしんセンター運営委員会 

事 業 名 福祉資金貸付事業 

事業形態 
福井県社協受託事業・一部自主事業   

決算額 780 千円（福井県社協受託金 599 千円、自主財源 181 千円） 

実施内容 

独立自活に必要な資金の融通を他から受けることが困難と認められる生活困窮者に対して、無

利子で一時資金の貸付を行うことにより、その経済的な自立と生活意欲の助長促進を図ることを

目的に実施しました。 

①県社協が実施する福祉資金貸付業務の相談及び受付 

  ・福祉資金（技能習得、出産・葬祭、住居移転、緊急小口資金等）７件 

  ・教育支援資金（高校、専門学校、短大、大学等に関する学費等）０件 

  ・総合支援資金（失業者等の生活再建に関する費用）０件 

 

②大野市社協が実施する福祉資金貸付 

・福祉資金（最低生活費、生業費、教育費、医療費等）３件 
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事 業 名 共同募金配分金事業 

事業形態 
自主事業   

決算額 4,555 千円（共同募金配分金 3,174 千円、大野市受託金 752 千円、自主財源 629 千円） 

実施内容 

（１）共同募金配分金事業 

   市民から寄せられた赤い羽根共同募金を地域の福祉活動に助成・還元しました。 

   ①福祉教育推進事業 

     市内の小中学校に福祉活動事業費助成 

 

②障害者ふれあい交流事業            

令和元年５月１２日（日）パークホテルにてバーベキュー大会 参加者８５人       

令和元年９月１１日（水）加賀フルーツランドへ日帰り旅行 参加者５１人 

 

    ③総合相談事業 

   無料法律相談の実施（月２回） 

      第２・４木曜日 午後１時～４時  

     心配ごと相談の実施（月２回） 

      第２・４木曜日 午前９時～正午 

 

 ④広報活動事業                   加賀フルーツランドへ 

ホームページ情報発信、社協だより発行（年４回）   

 

（２）歳末たすけあい募金配分金事業 

    市内から寄せられた歳末たすけあい募金を地域の福祉活動に助成・還元しました。 

①生きがいづくり奨励事業 

     各地区老人クラブに対し、花壇や農園づくり、その他、野外活動に要する経費を助成 

 

     ②ひとり親家庭支援事業 

     令和元年１１月 ９日（土）バスで行くユニバーサルスタジオジャパン 

      参加者 親子２０組、ボランティア、職員 計５０人 

     令和元年１２月２１日（土）クリスマスケーキづくり・レクリェーション教室 

      参加者 親子１０組、ボランティア、職員 計２７人 

 

③児童遊具修繕助成事業 

     児童遊具の修繕にかかる経費の１／２を３万円   

を限度に３地区助成                                         

                                           

    ④在宅障害者介護用品支給事業            

     在宅障害者（児）にオムツを月に９０枚限度に 

購入の１／２を助成               

利用者：障害者２１人、障害児３人 計２４人    

 

ユニバーサルスタジオジャパンへ 
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３ 在宅福祉サービス事業  

事 業 名 障害者計画相談事業 

事業形態 自主事業  決算額 収入 3,292 千円 支出 3,292 千円 当期資金収支差額 0 千円 

 

 

 

 

 

実施内容 

身体、知的、精神障害のある本人または家族からの相談に応じ、様々な生活課題を解決できる

よう、関係事業所や病院、学校や保育園等との連絡調整を行い、サービス利用計画書やモニタリ

ング報告書の作成等の適切な支援を提供しました。 

・利用状況（R２．３．３１現在） 

 利用者 

障害者 ４２人 

障害児 ２５人 

 

・令和元年度内容別年間実績 

 計画作成 モニタリング 認定調査 

障害者 ３９件 ７８件 ３０件 

障害児 ２６件 ３９件 ― 
 

事 業 名 障害者居宅介護サービス事業 

事業形態 自主事業  決算額 収入 9,509 千円 支出 9,509 千円  当期資金収支差額 0 千円 

実施内容 

障害者（児）が居宅において日常生活を営むことができるよう、その障害者（児）の身体その 

他の状況及びその置かれている環境に応じて、身体介護、家事援助、生活に関する相談・助言等

生活全般にわたって支援しました。 

・利用状況（R２．３．３１日現在） 利用者１９人 

令和元年度内容別年間実績  

サービス内容 件 数 

家事支援 １，０３４件 

身体介護 １，１０９件 

身体介護（重度） ８２件 

通院介助 ２６件 

同行援護 １０件 

移動支援 １４３件 

行動援護 １４０件 

計 ２，５４４件 

                                                                                                                            

事 業 名 放課後等デイサービス事業 

事業形態 自主事業  決算額 収入 24,407 千円 支出 24,407 千円  当期資金収支差額 0 千円 

実施内容 

障害児を放課後や長期休暇中預り、本人の健康状態を確認しながら社会適応能力向上のための 

指導や、遊びを通して見守等の支援をしました。                    

 

・利用状況（定員１０人） 

月 登録人数 月合計利用者数 １日平均利用者数 

４月 ２８人 ２３０人 ９．５人 

５月 〃 ２２０人 １０．０人 

６月 〃 ２４８人 ９．９人 
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７月 〃 ２６４人 １０．０人 

８月 〃 ２０９人 ８．３人 

９月 〃 ２１７人 ９．４人 

１０月 〃 ２６０人 １０．４人 

１１月 〃 ２３９人 ９．９人 

１２月 ２６人 ２３７人 ９．８人 

１月 〃 ２３６人 １０．７人 

２月 〃 ２２７人 ９．８人 

３月 〃 １４４人 ５．７人 

計          ２，７３１人 ９．４人 

                               レクリェーション（パソコン教室）                         

・長期休暇時のレクリェーション内容                  

  夏まつり、パソコン教室、音楽療法レクリェーション等 

事 業 名 居宅介護支援事業 

事業形態 自主事業  決算額 収入 25,737 千円 支出 24,918 千円  当期資金収支差額 819 千円 

実施内容 

要介護者等が居宅サービス等の適切な利用をすることができるように、その要介護者等の依頼 

を受けて、居宅介護サービスの作成、介護相談、事業者との連絡調整等の適切な居宅介護支援を

提供しました。 

・利用状況（R２．３．３１日 現在）                  

介護度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

利用者数 ５人 ２１人 ３１人 ６３人 ２４人 １２人 ３人 １５９人 

 

・令和元年度介護計画、予防計画、認定調査年間実績 

 件 数 

介護計画 １，６４７件 

予防計画 ３１０件 

認定調査 １０５件 
 

事 業 名 訪問介護事業 

事業形態 自主事業  決算額 収入 16,223 千円 支出 18,360 千円 当期資金収支差額Δ2,137 千円 

実施内容 

利用者が有する能力に応じ、可能な限り自立した日常生活が営むことができるよう、利用者の

選択により、訪問介護による身体介護等の生活援助を提供しました。 

・利用状況（R２．３．３１日 現在） 

 

令和元年度内容別年間実績 

サービス内容 件 数 

身体介護 １，６１８件 

身体＋家事 ６９６件 

家事・生活 ２，１４９件 
 

介護度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

身体、身体＋家事 ― ― ５人 ８人 ２人 ２人 １人 １８人 

家事・生活援助 ４人 ９人 ５人 ４人 ０人 ０人 ０人 ２２人 
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事 業 名 和泉通所介護事業 

事業形態 自主事業  決算額 収入 28,986 千円 支出 27,013 千円  当期資金収支差額 1,973 千円 

実施内容 

在宅で生活している要介護認定を受けられている方を対象に、デイサービスセンターで入浴、 

食事、機能訓練、レクリェーション等のサービスを提供し、社会的孤立感の解消を図るとともに、

家族の身体的・精神的負担の軽減を目的に実施しました。また、指定地域密着型通所介護事業所

として、和泉地区老人クラブ連合会、和泉保育園の園児との交流会、夏祭りなどの行事を通し地

域とのかかわりが持てるようにサービスを提供しました。 

 ・利用状況（R２．３．３１日 現在）（定員１８人） 

介護度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 障害 合計 

利用者数 ０人 ２人  ３人 ７人 ６人 ０人 １人 ０人 １９人 

 

月 月合計利用者数 １日平均利用者数 

４月 ２６７人 １２．１人 

５月 ２７２人 １１．８人 

６月 ２５０人 １２．５人 

７月 ２９５人 １２．８人 

８月 ２７０人 １２．２人 

９月 ２３７人 １１．２人 

１０月 ２７１人 １１．７人 

１１月 ２３３人 １１．１人 

１２月 ２００人 １０．０人 

１月 １９３人 ９．６人 

２月 ２０６人 １０．３人 

３月 ２２１人 １０．１人 

計 ２，９１５人 １１．３人 

レクリェーション（ボールゲーム） 

事 業 名 天神通所介護事業 

事業形態 自主事業  決算額 収入 53,132 千円 支出 53,132 千円  当期資金収支差額 0 千円 

実施内容 在宅で生活している要介護認定を受けられている方を対象に、デイサービスセンターで入浴、

食事、機能訓練、レクリェーション等のサービスを提供し、社会的孤立感の解消を図るとともに、

家族の身体的・精神的負担の軽減を目的に実施しました。 

・利用状況（R２．３．３１日 現在）（定員２５人） 

介護度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 障害 合計 

利用者数 １人 ８人 １６人 １７人 ６人 ４人 １人 ４人 ５７人 

 

月 月合計利用者数 １日平均利用者数 

４月 ４８８人 １８．８人 

５月 ５００人 １８．５人 

６月 ４７７人 １９．０人 

７月 ５０６人 １８．７人 

８月 ５３３人 １９．７人 

９月 ５３６人 ２１．４人 
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 １０月 ５７１人 ２１．１人 

１１月 ５５１人 ２１．２人 

１２月 ５１２人 ２０．５人 

１月 ４６６人 １９．４人 

２月 ４７５人 １９．０人 

３月 ４８７人 １８．７人 

計 ６，１０２人 １９．７人 

レクリェーション（脳トレ）  

 

                      


